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【Ｂ型肝炎ワクチン】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●Ｂ型肝炎ウイルスによる感染症ついて 
B型肝炎とは、B型肝炎ウイルスの感染によるもので、急性肝炎と慢性肝炎があります。急性肝炎の症状は、黄疸、全身倦怠

感、食欲不振、悪心、嘔吐などで、多くは3か月以内に治癒しますが、約0.4～1％は劇症肝炎を発症し予後は良くありません。

また、慢性化すると肝硬変から肝がんに進行するおそれがあります。 

 

●ワクチンの効果について 
B型肝炎ワクチンは、B型肝炎ウイルスによる感染を予防するワクチンです。B型肝炎を予防することで、肝硬変・肝がんを予

防することにもなります。 

 
●Ｂ型肝炎ウイルスの感染について 
B型肝炎ウイルスは、非常に感染力の強いウイルスで、B型肝炎のお母さんから分娩時にうつる母子感染、ウイルスに汚染さ

れた血液の輸血や性行為などでうつる水平感染などがあります。近年、小児への感染経路として、保育園など集団生活する

場や家族内での水平感染が問題視されています。 

 

●Ｂ型肝炎ワクチンの主な副反応 
主な副反応として、10％前後に倦怠感、頭痛、局所の腫脹、発赤、疼痛などがありますが、一般的には重大なものは認められ

ていません。 
 

 


